
63



64

38.6

0

10

20

30

40

50

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27



65



66

48

0
50

100
150
200
250
300
350

H23 H24 H25 H26 H27 H28

330



67



68



69



70

915 

13,752 

0 

2,500 

5,000 

7,500 

10,000 

12,500 

15,000 

0 

200 

400 

600 

800 

1,000 

1,200 

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27



 

 

７１ 

■成果を示す指標 

 

■施策展開の方針と主な取組 

１ 教育内容・指導体制を充実させ、確かな学力の定着と豊かな心の育成に取り組みます 

○学習指導要領の趣旨を基本として、教育内容の充実を図ります。 

○各校の「学力向上プラン」に基づき、授業を改善し、家庭学習を充実、深化させることで

学校と家庭がつながる「学びのサイクル」の確立に取り組みます。 

○全国学力・学習状況調査と学力定着状況確認問題の結果分析を行い、課題解決のための具

体的な取組を実施します。 

○夢や志を持ち、人間力と社会力を兼ね備えた社会人として自立できるように、発達段階に

応じた組織的・系統的なキャリア教育を推進します。 

○障がいのある児童生徒と障がいのない児童生徒が共に学ぶ取組（インクルーシブ教育）を

充実させ、一人ひとりの教育的ニーズに応じた特別支援教育を推進します。 

○家庭や地域との連携を強化し、不登校の児童生徒の支援体制の充実を図ります。また、い

じめなどの問題の早期発見に努め、解決に向けた適切な対応を図ります。 

○校内・校外において、豊かな心を育むための体験活動を充実させます。 

○保護者の経済的負担の軽減を図るため、国の法令等に基づき、就学援助費を交付します。 

○ＧＩＧＡスクール構想の実現に向けて、ＩＣＴ環境を充実させ、児童生徒の情報活用能力

や学力向上を図ります。 

２ 心身ともに健やかで安全な教育を推進します 

○基礎・基本の運動を効果的に取り入れ、体力の向上を図ります。 

○学校保健・安全活動の実態把握と効果的な改善に努め、活動を組織的・計画的に推進しま

す。 

○健康な身体を育成、維持するため、望ましい食習慣を身に付けさせるなど、食の自己管理

能力を育みます。 

○学校給食においては、地産地消を推進し、安全で衛生的かつ栄養バランスのとれたおいし

い献立の提供に努めます。また、必要な施設整備を進めます。 

○事故、事件、災害等の危険を自ら予測し、回避するための力を身に付けさせます。また、

交通安全教育や防犯・防災訓練などの安全教育の充実を図ります。  

指 標 名 現  状 成果指標 方向性 

学校支援ボランティアの登録数 平成27年度：915人 平成38年度：増加させる ↗ 

コミュニティルーム設置済の 

学校数 
平成27年度：5校 平成38年度：全学校 ↗ 

小中学校施設の耐震化率 平成27年度：94.5％ 
平成38年度：100％ 

（平成31年度までに実施） 
↗ 
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